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これからもよろしくお願い致します。 

 

特定非営利活動法人ハートフィールド 

理事長 白倉 悦子 

 

新年度の開始にあたって早々にご挨拶と思いながら、日々の過ぎるのは

早く、6月になってしまいました。 

前年度は、本当に色々なことがありましたが、無事に新年度をスタート出来

てホッとしております。 

たなし工房は 1996 年よりスタートいたしましたので 30 年になります。

田無町にある下田さん宅の 3 部屋だけを間借りさせていただいてのスタ

ートでした。 

物もお金もない、メンバーもなかなか集まらないと言う状況でしたが、皆

さんの安心できる居場所づくりを目指して試行錯誤の日々でした。 

その後向台町の方に引越しをし、現在の海老沢ビルの 3 階に引越し、全フ

ロアーを貸してくださると言うことで現在の 8 階に引っ越してから 17 年

になります。 

開所時期から関わった私は一昨年常勤職員を辞め、今年の 3 月には渡辺

職員が退職し、非常勤で働いてくださっていた渡辺（の）さんがボランティ

アになりと、大きく様変わりしました。 

3０年という年月は職場に安定をもたらす

半面、停滞しマンネリ化してしまった悪しき

部分も多々ありました。 

初心に戻り、精神障害を抱えながら、また今

の社会に生きづらさを抱えながら、懸命に

生活している皆さんとともに、安心して暮ら

していける社会を目指して歩みを進めて行

こうと思っています。 

たなし工房、グループホームわんど、相談支

援センターたなしそれぞれの事業所に対し

て、今後ともご支援、ご協力、叱咤、激励、

諸々をいただけたらと思います。 
菜花  地陽水 
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たなし工房の管理者となりました。 

原 志穂美  

日頃より、たなし工房ご利用者をはじめご家族、地域の皆様、その他多くの

方々に温かいご支援とご協力をいただき、心より感謝を申し上げます。こ

の度、たなし工房の管理者となりました 原 と申します。 

この挨拶を書くにあたって、私のようなペーぺーが…と思いながら、自分

の在職年数を確かめてみると、非常勤時代を含め１８年という年月が経っ

ておりました。しかしながら、今まで

現場の人間として働き、施設の

運営となると全くの素人であ

ります。今回の就任における

責任の重大さを肝に命じ、今

後は施設運営、地域福祉の発

展へも目を向けてまいりたい

と思っております。 

皆様、今後とも ご支援ご協力

のほどよろしくお願いいたし

ます。 

 

 

 

はじめまして！ 

吉本 伊織 

 今年の４月からたなし工房のスタッフとして働かせていただいておりま

す。 

 入職してから約２か月経ち少しずつ作業にも慣れ、メンバーのみなさんと

も色々なお話ができるようになりました。 

 日々の作業であるゴルフボールの仕分けも楽しいですが、誕生日会、レク

リエーション（食事会など）、納品、創作（絵を描く）、販売

など日によって様々なイベントや予定があり毎日楽しく

過ごせています。 

 まだまだ不慣れなところもありますが、みなさんの手を

お借りしながら少しずつ慣れていきたいと思います。こ
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レンコンと芽キャベツ 彩 

れからもどうぞよろしくお願いいたします！ 

はじめまして！ 

E・M 

１２月から正式な通所となりました、M と申します。たなし工房に来る前は、

別の作業所に通っていましたが、この工房の和気藹藹とした雰囲気、月一

回のレク等、以前とは比べられない程毎日が楽しいです‼これからもよろ

しくお願い致します！ 

 

よろしくお願いします。 

Y・M 

１０月頃から以前の活動先へ通えなく

なり、新しい通所先を探していました。

そんな中見つけたのがたなし工房で

す。今年の１月から正式にメンバーと

なり、活動を日々楽しんでいます。今

年の１月から正式にメンバーとなり、

活動を日々楽しんでいます。和気あい

あいとした雰囲気の中で元気に生活

できたらなと思っております。 

 

山梨旅行 

N・Y 

今回は温泉ではなく、紅葉と河口湖

を見に行きました。富士河口湖です。

山梨の道の駅でおそばを食べました。

そして足和田ホテルというホテルに

泊まりました。次の日は、川口湖を見

に行きました。帰りの昼に御ぜんを

食べました。初めて食べました。河口

湖クルーズはとても良かったです。

足和田ホテルの夕食はとても美味し

かったです。とても良い旅行でした。

どうもありがとうございました。 
2024.11 一泊旅行 
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絵画展 

Y・S 

今年の2月に、アスタセンターコートでたなし

工房の絵画展に参加しました。 私は、絵はあ

まり得意ではない方ですが、自分なりに上手

く出来たものを、飾らせていただきました。

自分の当番の時間帯に、かつての工房のメン

バーが数人来場してくれて、皆さん元気そう

でした。絵画展の期間中、無事に終わって良

かったです。 

 

 

三多摩メーデー 

M・O 

今年も毎年恒例となっている三多摩メーデーが、多摩川の河川敷にある広

場で開催され、「たなし工房」も自主製品の販売をするために出店した。          

その自主製品の販売を工房のメンバーは、交代制によって、メンバー各々

が担当するのだが、対人恐怖がある私にとって、お客さんを相手に行うこ

の販売は、緊張を伴うので、とても苦手な仕事である。 無事に何事もなく

済むことを願って販売に臨んだ私だったが、いっとき複数のお客さんから

同時に注文を受け、パニックに陥りそうになった場面にも出くわした。 だ

けど、そこは工房のスタッフの方のフォローで乗り切ることが出来た。 が、

実を言うと私は、他力本願で最初からスタッフの方の力をあてにしていた。  

私が販売の担当する時間が終了すると、私は非常に解放された気になった

が、メーデー会場の、広場の景色を

眺めながら、自分は他力本願にな

ったり、または、他人に対して依存

的になったりするのではなく、逆に

自分が他人から頼られる存在にな

りたいと思った。そして、そのため

の努力を今日からでも始めようか

と密かに思った。 

 

作品展  H・S 

三多摩メーデー出店販売 
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自主製品をつくった事。 

I・M 

たなし工房の作業で自主製品を作る作業と云うのが有り、私も参加してみ

た。自主製品は、ポチ袋（お年玉や、お金などを入れる袋）を作る作業だっ

た。難しそうだったが、やってみた。水引きやのしなどをボンドで貼りつけ

てポチ袋に貼った。細かい作業だったが、やりがいは有った。やってみて良

かったなと実感した。ポチ袋はいろいろな柄や色の違う物が出来た。ぜひ、

バザーで皆さんに買って喜んでもらいたいと思いました。 

 

 

 

 

たなし工房の主な出来事（R6.10 月～R7.5 月） 

 

10 月 赤い羽根共同募金（街頭募金参加） 

    市民文化祭（柳沢公民館） 

11 月 ひばりが丘教会バザー 

    宿泊訓練（富士河口湖町） 

12 月 障害者週間販売・パネル展示（ASTA で出店） 

    軒下バザー（マックスバリュー） 

３月  きよせそよ風コンサート 

   「つなぐみんなの笑顔２０２４」ロビー販売 

4 月  所内にて花見 

    三多摩メーデー 

5 月  昼食会 

 

 

 

 

 

 

悪天候の為所内にて花見。気を利かせた

スタッフが桜の枝を用意してくれました 

専
属
モ
デ
ル
：Y

U
‐Y
A
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◇ 賛助会費振込み先 ◇ 
郵便局  口座番号 00180-4-707236 
加入者名 特定非営利活動法人ハートフィールド 

～グループホームわんどの「んど」だより～ 
 

わんどは今年度 3名の卒業が決まっています。 

卒業が決まった方を見るたびにメンバーさんの今までの頑張りを思い出し、

卒業おめでとう！と思いますが、グループホームを卒業してもその方の生

活は続いきます。そう考えるとグループホームは地域でメンバーさんが生

活するための通過点ですね。わんどを通過したメンバーさんたちが地域で

その人らしく生活できることを心から願っています。 

そして、卒業する方がいるということは空いたお部屋に新しい方が入居す

るということでもあります。新しく入居する方はグループホームでの新生

活にドキドキしていることでしょう。グループホームの職員も新しいメンバ

ーさんの支援が始まることにドキドキしています。メンバーさんと職員、両

者がドキドキしながらも信頼関係を作り、同じ目標に向かって進めるよう

にこれからも日々の小さな積み重ねを大切にしたいと思います。 

 

 

 

   

  

 

○ 令和 6 年度 特定非営利活動法人ハートフィールド賛助会費納入のお願い 
 

今年度（令和 7 年 4 月～令和 8 年 3 月）の賛助会費を受け付けており
ます。郵便局の口座にお振込みいただくか、法人事務局にて会費を受け
付けております。個人会員は 1 口 1,000 円、法人会員は 1 口 5,000 円で
ともに 1 口以上。同封の振込み用紙を使用していただくと手数料がかか
りません。 
なお、3 年以上会費の納入が

確認できない場合には、退会と
なりますのでご了承ください。 

 

 

お 知 ら せ 
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